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 ○三輪滋（飛島建設）・古川愛子・清野純史 

アンボンドプレキャストプレストレストコンクリート隅柱部分架構の水平二方向載荷実験 176 

 ○大西直毅（東京大学）・塩原等 

壁土材料試験体の乾燥法 178 

 ○山田耕司（豊田工業高等専門学校）・鈴木祥之 

 



建物耐震化啓発のための繰返し実験用木造住宅倒壊模型 180 

 ○小出栄治（応用地震計測）・佐武直紀 

 

11月 5日 9:30-11:15 
深い地下構造 

座長：引田智樹・藤原広行 

孔内地震計固着ツールの開発 182 

 ○太田賢治（応用地震計測）・内山成和・飯沼博幸・小出栄治 

Crustal velocity structure modeling: Estimation of the seismic basement depth  184 

using 1-D waveform inversion 

 ○Petukhin Anatoly（地域地盤環境研究所） 

内陸浅発地震の強震動評価のための深部地盤全国モデル 186 

 ○藤原広行（防災科研）・河合伸一・青井真・森川信之・先名重樹・大井昌弘・早川讓・ 

  遠山信彦・松山尚典・岩本鋼司・鈴木晴彦・劉瑛 

微動観測による島根県浜田市の地盤構造推定 188 

 ○野口竜也（鳥取大学）・足立正夫・田原一志・山下毅・西田良平 

P コーダ波・Sコーダ波 H/V スペクトルの同時逆解析による S波速度構造の推定 190 

 ○小林源裕（原子力安全基盤機構） 

波形逆解析による深部地下構造モデルの推定 192 

 ○引田智樹（鹿島建設）・池浦友則・笠松健太郎 

一次元構造を仮定した地下構造推定手法の三次元構造への適用性検討 194 

 ○笠松健太郎（鹿島建設）・池浦友則・引田智樹 

 

 

第３会場（ＡＥＲ６階：セミナールーム(2)B） 
 
11月 3日 9:30-12:15 
地盤震動(1) 

座長：横井俊明・中井正一 

どこまで震度は正確に予測できるか？：現在の緊急地震速報の方法における 198 

予測震度のばらつきに関する一考察 

 ○干場充之（気象研究所）・大竹和生・岩切一宏・明田川保・中村洋光・山本俊六 

Real-Time Ground Motion Prediction Using Artificial Neural Network  200 

For Earthquake Early Warning System  

 ○H. Serdar Kuyuk（東北大学）・Masato Motosaka 

震源近傍における地盤非線形応答解析 202 

 ○木暮晃子（横浜市立大学）・木下繁夫 

2 次元薄層法による不整形地盤への表面波入射(その 1) 204 

 ○中井正一（千葉大学）・中川博人 

2 次元薄層法による不整形地盤への表面波入射(その 2) 206 

 ○中川博人（千葉大学）・中井正一 

洪積台地端部における地盤震動特性 -2 次元有限要素法解析による検討- 208 

 ○関口徹（千葉大学）・永田葉子・中井正一 

ESTIMATION OF SHEAR WAVE VELOCITY STRUCTURE AND GROUND CLASSIFICATION  210 

USING ARRAY OBSERVATION OF SHORT PERIOD MICROTREMOR IN KOS HIGAYA CITY, JAPAN 

 ○Dayra Yessenia Blandon Sandino  (CIGEO/UNAN-Managua)・Toshiaki Yokoi・Koichi Hayashi 

微動のアレイ観測と相関解析により推定される Rayleigh 波の分散曲線に及ぼす 212 

高調波１次モードの影響に関する数値実験 

 ○横井俊明（建築研究所） 

 



地震波の主要動の H/V スペクトルに着目した逆解析手法について 214 

 ○安井譲（福井工業大学）・西川隼人 

柏崎刈羽原子力発電所内の鉛直アレー観測記録の NIOM 解析 216 

 ○茂木秀則（埼玉大学）・SHRESTHA Santa Man・川上英二・岡村真也 

数値シミュレーション及び，強震記録・ＧＰＳ記録に基づく震源域における地震時地盤変位の評価 218 

 ○井上修作（東京工業大学）・村上陽一郎・大町達夫 

 

11月 4日 9:30-12:00 
地盤震動(2) 

座長：佐藤智美・香川敬生 

地震カテゴリー別の確率論的地震動予測地図 220 

 ○石川裕（清水建設）・藤原広行・能島暢呂・奥村俊彦・宮腰淳一 

地形・地盤分類 250m メッシュマップ全国版の構築 222 

 ○若松加寿江（関東学院大学）・松岡昌志 

常時微動のＨ／Ｖスペクトル比と地形・地盤分類を用いたスペクトル増幅率の推定 224 

 ○先名重樹（防災科研）・翠川三郎・若松加寿江 

K-NET・KiK-net 観測点における地盤の平均 S波速度と 50m-DEM による地形計測値の関係 226 

 ○藤本一雄（千葉科学大学） 

経験的サイト増幅特性および異常震域補正の震度予測への適用 228 

 ○森川信之（防災科研）・藤原広行 

地震動距離減衰特性を検討するための遠隔２地点間の相対地盤増幅率評価の試み 230 

 ○池浦友則（鹿島建設） 

関東地方の揺れやすさ分布 232 

 ○栗田哲史（東電設計）・高橋聡・安中正 

2008 年岩手・宮城内陸，岩手県沿岸北部地震における仙台市内の強震動分布特性 234 

 ○大野晋（東北大学）・源栄正人 

2008 年 7 月 24 日に発生した岩手県沿岸北部の地震で震度６弱を観測した青森県内の観測点の震動特性 236 

 ○片岡俊一（弘前大学） 

2004 年留萌支庁南部の地震による K-NET 港町観測点（HKD020）での大加速度強震動に対する 238 

サイト特性の影響 

 ○前田宜浩（北海道大学）・高井伸雄・笹谷努 

 

11月 4日 13:00-15:00 
震源特性(1) 

座長：竹中博士・野津厚 

三次元減衰構造・震源・地盤増幅の同時インバージョンによる応力降下量の推定 240 

‐地震タイプ・震源深さと応力降下量の関係‐ 

 ○中村亮一（東電設計）・島崎邦彦 

中国地方の地殻内地震の短周期レベルの推定 ‐断層タイプによる違いに着目して‐ 242 

 ○佐藤智美（清水建設） 

2003 年宮城県北部地震本震および余震の応力降下量 244 

 ○鶴来雅人（地域地盤環境研究所）・香川敬生・入倉孝次郎 

KiK-net 地中記録を利用した中小地震の地震モーメントの簡易推定 246 

 ○赤澤隆士（地域地盤環境研究所）・Petukhin Anatoly 

地表地震断層と震源断層における長さと変位量の経験的関係および強震動予測のための震源モデル 248 

 ○入江紀嘉（大崎総研）・壇一男・三明雅幸・入倉孝次郎 

破壊開始点とアスペリティ位置が地震動分布に及ぼす影響 250 

 ○香川敬生（鳥取大学） 

破壊伝播の複雑さを特性化する試みと強震動予測結果への効果 252 

 ○渡辺基史（清水建設）・藤原広行・石井透・松島信一・早川崇 

 



強震動予測レシピに基づく予測結果のバラツキ評価の検討～バラツキ空間分布形状の定量的評価の試み～ 254 

 ○山田雅行（ニュージェック）・先名重樹・藤原広行 

 

11月 4日 15:15-16:45 
震源特性(2) 

座長： 池浦友則・渡辺基史 

十勝沖地震（2003 年）と GPS 観測による電子基準点の位置変化 256 

~「歪み図」から前兆すべりの可能性を検証する~ 

 ○高向正信 

2005 年福岡県西方沖地震における高精度すべり時空間分布の推定とその検証 258 

 ○大島光貴（九州大学）・竹中博士 

近地 P波記録のイメージングから得られた 2008 年岩手・宮城内陸地震における最初の 5秒間の震源過程 260 

 ○竹中博士（九州大学）・山本容維 

2008 年 7 月 24 日岩手県沿岸北部地震（MJ 6.8）の震源特性の検討 262 

 ○南雲秀樹（北海道大学）・笹谷努 

1978 年・2005 年宮城県沖地震の動力学的破壊過程と震源パラメータ 264 

 ○木村武志（東京大学）・纐纈一起・三宅弘恵・呉長江・宮武隆 

開北橋におけるサイト増幅特性と 1978 年宮城県沖地震のアスペリティサイズについて 266 

 ○野津厚（港湾空港技研） 

 

11月 5日 9:30-11:45 
地盤震動(3)  

座長：石井透・植竹富一 

実地震波合成法による周期非定常性の検討 268 

 ○横山一樹（東京理科大学）・中村雅彦・佐々木文夫・玉置哲男・田辺章・水町渉・山田道夫 

最大加速度比と震度フィルターの対応 270 

 ○西川隼人（舞鶴工業高等専門学校）・宮島昌克 

地震動の方向性の定量的な検討とそれに基づいた平均方向の提案 272 

 ○熊本匠（筑波大学）・境有紀 

東京湾岸における中国・四川地震の記録の特徴 274 

 ○植竹富一（東京電力）・高橋聡 

石油タンクへの入力地震動としてのやや長周期地震動の地域特性に関する検証 ‐志布志地区‐ 276 

 ○座間信作（消防研究センター）・野澤貴・畑山健・岩田克己 

東京における地震応答の継続時間に関する一考察 278 

 ○篠泉（足利工業大学） 

東京の地震動の応答継続時間スペクトルとその震央方向特性 280 

 ○石井透（清水建設） 

南海トラフ沿いの軟弱堆積層と三大平野の堆積地盤を考慮した長周期地震動のシミュレーション 282 

 ○山本優（大成建設）・吉村智昭・七井慎一・久田嘉章 

Ｍ８地震の広帯域地震動再現に向けた経験的グリーン関数の適用手法について 284 

 ○江藤公信（東京ソイルリサーチ）・福元俊一 

 

 



第４会場（ＡＥＲ６階：セミナールーム(1)A+B） 
 

11月 3日 9:30-11:15 
ライフライン・緊急速報・災害情報 

座長：柴山明寛・庄司学 

ライフラインシステムの地震時復旧シナリオのモデル化とその相互依存関係 288 

 ○豊田安由美（筑波大学）・庄司学 

ライフラインネットワークの地震ハザードに対する俯瞰的システム信頼性評価 290 

 庄司学・伊藤顕子・○田端雅史（筑波大学） 

道路巡視点検状況把握システム「みちパト」の開発 292 

 ○長屋和宏（国土技術政策総合研究所）・山田明彦・小路泰広 

アドホック通信技術を用いた被害情報収集に関する研究 294 

 ○柴山明寛（情報通信研究機構）・久田嘉章・座間信作・遠藤真・村上正浩・滝澤修 

平成２０年岩手・宮城内陸地震における学校での緊急地震速報の受信と対応状況 296 

 ○源栄正人（東北大学）・本間誠 

超高層ビルを対象とした緊急地震速報とリアルタイム地震観測システムの緊急対応計画への適用 298 

 ○久保智弘（ABSコンサルティング）・久田嘉章・村上正浩・堀内茂木・山本俊六・中村洋光 

緊急地震速報にオンサイト警報を付加した早期地震警報統合システム 300 

 ○神田克久（鹿島建設）・那須正・宮村正光・小出栄治 

 

11月 4日 9:30-11:30 
防災計画 

座長： 佐藤健・吉田雅穂 

千葉県地震被害想定調査(1)  302 

 ○浅尾一已（千葉県）・中井正一 

地震被害想定のための浅部地盤モデル作成‐千葉県地震被害想定調査（２） 304 

 ○稲垣賢亮（応用地質）・山本明夫・浅尾一已・中井正一 

千葉県における K-NET と震度観測網の利活用 306 

 ○大井昌弘（防災科研）・藤原広行・浅尾一己・岩崎斉 

ウェブ版アンケート震度調査システムで収集した震度の分析 308 

 吉田雅穂（福井工業高等専門学校）・○佐々木辰也 

建築設備の機能停止を考慮したオフィスビルの地震リスク評価事例 ‐その１ 評価手法の概要‐ 310 

 ○境茂樹（間組）・加藤貴司 

建築設備の機能停止を考慮したオフィスビルの地震リスク評価事例 ‐その２ 地震リスク評価結果 312 

 境茂樹（間組）・○加藤貴司 

工程管理手法を用いた地震時の事業継続影響度評価に関する研究 314 

 ○副島紀代（大林組）・目黒公郎 

既往地震による河川施設の被災事例調査 316 

 ○田村修（国土技術政策総合研究所）・長屋和宏・小路泰広 

 

11月 4日 13:00-15:00 
岩手・宮城内陸地震(1) 

座長：福元俊一・三辻和弥 

2008 年岩手・宮城内陸地震の震源モデルの構築と波形シミュレーション 318 

 ○倉橋奨（愛知工業大学）・正木和明・入倉孝次郎 

2008 年岩手・宮城内陸地震の被災地域における常時微動 H/V スペクトル 320 

 ○高橋容之（東北大学）・谷野正朝・源栄正人 

2008 年岩手・宮城内陸地震による鬼首カルデラの地震動特性と微動探査について 322 

 ○山中浩明（東京工業大学）・元木健太郎・鈴木晴彦・福元俊一・江藤公信 ・瀬尾和大 

 



2008 年岩手・宮城内陸地震により被災した学校建築物の調査と余震および常時微動観測 324 

その１ 被害調査及び地震の概要 

 ○松川和人（東北大学）・前田匡樹・三辻和弥・五十嵐さやか・岡野創・山添正稔 

2008 年岩手・宮城内陸地震により被災した学校建築物の調査と余震および常時微動観測 326 

その 2 上野目小学校の被害と耐震性能 

 ○五十嵐さやか（東北大学）・前田匡樹・三辻和弥・迫田丈志・松川和人 

2008 年岩手・宮城内陸地震により被災した学校建築物の調査と余震および常時微動観測 328 

その 3 岩ヶ崎高校の被害と耐震性能 

 ○前田匡樹（東北大学）三辻和弥・迫田丈志・五十嵐さやか・松川和人・中神宏昌 

2008 年岩手・宮城内陸地震により被災した学校建築物の調査と余震および常時微動観測 330 

その 4 余震観測結果 

 ○山添正稔（鹿島建設）・岡野創・三辻和弥・松川和人・前田匡樹 

2008 年岩手・宮城内陸地震で被災した学校建築物の調査と余震および常時微動観測 332 

その 5 上野目小学校における常時微動観測 

 ○三辻和弥（東北大学）・松川和人・佐々木達夫・前田匡樹 

 

11月 4日 15:15-16:30 
岩手・宮城内陸地震(2) 

座長：三辻和弥・福元俊一 

造成宅地における岩手・宮城内陸地震の地震動増幅評価 334 

 ○中尻智大（東北大学）・森友宏・風間基樹・松下克也・川崎淳志・佐藤真吾・南陽介 

2008 年岩手・宮城内陸地震における RC 造学校建物の余震観測および地震応答解析 336 

 ○金裕錫（東京大学）・壁谷澤寿海，壁谷澤寿一，坂上実，三宅弘恵，木村武志 

2008 年岩手・宮城内陸地震による建物被害と発生した地震動の特性 338 

 ○青井淳（筑波大学）・境有紀，新井健介，鈴木達矢 

岩手・宮城内陸および岩手県沿岸北部地震を受けた RC 免震構造物の挙動に関する研究 340 

 ○壁谷澤寿一（東京大学）・壁谷澤寿海・坂上実・金裕錫 

2008 年岩手・宮城内陸地震で発生した液状化地点 342 

 ○山口晶（東北学院大学）・日野友則・吉田望 

 

11月 5日 9:30-12:00 
リモートセンシングによる災害把握 

座長：山崎文雄・三浦弘之 

2008 年岩手・宮城内陸地震での斜面崩壊地における高分解能 SAR 画像の特徴 344 

 ○翠川三郎（東京工業大学）・三浦弘之 

2008 年中国四川大地震での被害地域における高分解能 SAR 画像の特徴 346 

 ○三浦弘之（東京工業大学）・翠川三郎 

ALOS-AV2 画像を用いた 2008 年中国四川地震における山間部の被害検出 348 

 ○リュウ・ウェン（千葉大学）・山崎文雄 

映秀の谷を埋めた岩石流の謎：中国四川地震の衛星画像と現地調査 350 

 ○山崎文雄（千葉大学）・Liu Wen・顧林生 

ALOS/PALSAR による 2007 年ペルー沖地震および 2008 年中国四川大地震での建物全壊率分布の推定 352 

 ○松岡昌志（産業技術総合研究所）・能島暢呂 

高解像度衛星画像を利用した津波被害の把握手法 354 

 ○越村俊一（東北大学）・萱場真太郎 

スリランカにおける 2004 年インド洋津波による建物被害 356 

 ○仲里英晃（筑波大学）・村尾修 

DMSP 夜間可視画像を用いたハリケーン・カトリーナ被災地の再建状況のモニタリング 358 

 ○高島正典（富士常葉大学） 

ALOS/PALSAR データを用いたミャンマー・サイクロンによる浸水地域の抽出 360 

 ○加藤圭太（千葉大学）・山崎文雄 



デジタル航空画像を用いた 2007 年新潟県中越沖地震の建物被害抽出 362 

 ○鈴木大輔（千葉大学）・山崎文雄・丸山喜久  

 

 

第５会場（ＡＥＲ５階：展示スペース） 
 

11月 3日 9:30-17:00 地震工学技術フェア 
11月 4日 9:30-17:00 地震工学技術フェア 
11月 5日 9:30-12:00 地震工学技術フェア 
 

地震工学技術フェア 2008‐研究用および普及型の地震計‐展示要旨 366 
白山工業株式会社 

株式会社 山武 

日本航空電子工業㈱ 

株式会社 ミツトヨ 

㈱高見沢サイバネティックス 

株式会社システムアンドデータリサーチ 

株式会社勝島製作所 

応用地震計測株式会社 

 



第１会場
5階多目的ホール
（定員350名）

第２会場
６階セミナールーム(2)A

（定員60名）

第３会場
６階セミナールーム(2)B

（定員72名）

第４会場
６階セミナールーム

(1)A+B
（定員60名）

第５会場
５階展示スペース

9:30-11:15
鉄筋コンクリート構造
（解析・設計法）

中村友紀子・坂下雅信

11:15-12:45
鉄筋コンクリート構造
（地震被害）

田村良一・藤井賢志

13:30-17:00
30周年

シンポジウム
技術展示

午前

9:30-11:45
鉄筋コンクリート構造
（部材実験）

真田靖士・中村孝也

9:30-12:00
地中構造物・杭・基礎構
造・地盤－構造物相互
作用・土木構造物
飛田哲男・風間基樹

9:30-12:00
地盤震動(2)

佐藤智美・香川敬生

9:30-11:30
防災計画

佐藤健・吉田雅穂
技術展示

13:00-15:15
地震観測・振動・その他
年縄巧・中村尚弘

13:00-15:15
地盤の液状化・斜面崩

壊
山口晶・渦岡良介

13:00-15:00
震源特性(1)

竹中博士・野津厚

13:00-15:00
岩手・宮城内陸地震(1)
福元俊一・三辻和弥

15:30-17:00
原子力発電所
境有紀・飛田潤

15:30-17:30
耐震補強・新しい構造・

材料・実験
北山和宏・船木尚己

15:15-16:45
震源特性(2)

池浦友則・渡辺基史

15:15-16:30
岩手・宮城内陸地震(2)
三辻和弥・福元俊一

9:30-11:15
木造（在来工法）
斎藤幸雄・中治弘行

11:15-12:45
木造（伝統工法）
五十田博・中尾方人

11/5
(水)

午前

11/4
(火)

午後

午前

9:30-12:30
機械設備系・免震・制
振・ヘルスモニタリング
柏崎昭宏・藤田智己

11/3
(月)

17:30-19:30
懇親会

9:30-11:15
深い地下構造

引田智樹・藤原広行

9:30-11:45
地盤震動(3)

石井透・植竹富一

9:30-12:00
リモートセンシングによ

る災害把握
山崎文雄・三浦弘之

技術展示

9:30-11:15
ライフライン・緊急速報・

災害情報
柴山明寛・庄司学

9:30-12:15
地盤震動(1)

横井俊明・中井正一

会場

セッション時間割および座長一覧

技術展示

技術展示

午後

１題15分（発表10分・質疑5分）




